
大槌町
アクティブラーニング 
プログラム



大槌町アクティブラーニングプログラムの特徴

③学びの定着①インプット ②アウトプット



「生きる」を自分ごとに：インプット

自然と向き合う体験地域に根ざした
文化を見る

震災を知る
語り部ガイド



自らの考えを発信し、相手の思
いを知るワークショップ

心が動かされる出会い

「生きる」を自分ごとに：アウトプット



「生きる」を自分ごとに



自然との共存、地域のつながり、そして震災を学び

生徒の生きる力へとつなげる旅を

大槌町全体でプロデュースします



体験コンテンツの
紹介



町を周りながら、震災時に何
があったのか、復興の課題
は何か、暮らしを再建させる
とはどういうことなのか、ガイ
ドとともに理解を深めます。

時間：60分-90分
料金：生徒一人1000円



被災時、復興期に町民が 直面した正
解が ない課題について考え、
決断を下すワークショップ 。
復興の難しさや、決断に必要な覚悟
について体感できます。

時間：120分
料金：生徒一人5000円



旧町役場にて、地震から津波ま
で、40分間に何があったのか。な
ぜ、多くの職員が避難行動をとら
なかったのか?
当時の状況を時系列で追いなが
ら、「自分だったら」どうするかを
考えるワークショップです。 

時間：120分
料金：生徒一人5000円



自然との共存、地域のつながり、そして震災を学び

生徒の生きる力へとつなげる旅を

大槌町全体でプロデュースします







一般社団法人おらが大槌夢広場
代表理事　神谷　未生

Mail: mioinusa@gmail.com
Phone: 080-8209-2330

HP: http://www.oraga-otsuchi.jp/　　
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⼤槌町教育旅⾏誘致活動事業補助⾦事業�

盛岡発→⼤槌町フィールドワーク�
→東京⼤学海洋研究所による講議�
→郷⼟芸能の鑑賞＆地域との繋がりについて�

第1⽇⽬�

⾃然と⽣きる暮らしを学ぶ�

お申込/お問合せ：�
 ⼀般社団法⼈おらが⼤槌夢広場�

080-8209-2330�
mioinusa@gmail.com�

TEL�

Mail�

    2021年2⽉20⽇    - 21⽇�
*盛岡発着（その他、釜⽯道ICにて乗り降り可能。ご相談ください。）�

⽣きる⼒を⾝につける�
第２⽇⽬� 薪割り体験と講和→決断のワークショップ�

→震災疑似体験プログラム→振り返り→盛岡へ�

日�

⼤槌町教育旅⾏�
アクティブラーニンング�

ツアー�

土�

無� 料�

1泊2⽇の⾏程で、⾃然との共存、地域のつながり、震災を
学び、⽣徒の⽣きる⼒へとつなげる旅を⼤槌町で体験します。�

※詳細や催行については、裏面も必ずご確認ください。	

地域�

⽣きる
こと�

震災�

学び�

暮らし�

QRコードより�
申込できます�

募集期間：12⽉25⽇ー1⽉30⽇�

岩⼿県内の⼩中⾼等学校の先⽣⽅、関係者対象�



実施概要：�
[定員] 14名 *先着順ではありません。お申し込み多数の場合、各学校1名などの調整をさせていただきます。�
[対象] 岩⼿県内の⼩中⾼等学校の教員で、震災学習や沿岸地域での学びに興味がある⽅�
[料⾦] 無料 （含まれるもの：①盛岡からの交通費 ②宿泊費（1泊）  ③⾷事代(昼2夜1朝1)   ④体験料）    �

ü  各⾏程にて、ソーシャルディスタンスや３蜜回避など、最善の感染拡⼤防⽌対策を徹
底した上、実施いたします。�

ü  貸切バスは、定員の半数にて運⾏いたします。�

新型コロナウイルス感染拡⼤状況によっては、直前でもツアー催⾏を
中⽌する可能性もあります。あらかじめご了承ください。�

１日目	 自然と生きる暮らしを学ぶ	

10時ごろ	 盛岡駅周辺　貸切バスにて出発	

正午	 大槌町内にて昼食	

13時-15時	 体験①：大槌町フィールドワーク	

15時−17時	 体験②：東京大学海洋研究所研究員による講義（地理、海洋、環
境などのテーマから後日決定）	

17:30ごろ	 三陸花ホテル　はまぎく　チェックイン　	
*宿泊は、お⼀⼈様⼀部屋にてご案内いたします。�

夜	 体験③：郷土芸能鑑賞および講和	

⾏程詳細：�

＊今後の調整にて、⼀部⾏程が変更になる可能性もあります。詳細は、参加が決定した⽅にお知らせいたします。�

１日目	 自然と生きる暮らしを学ぶ	

10時ごろ	 盛岡駅周辺　貸切バスにて出発	

正午	 大槌町内にて昼食	

13時-15時	 体験①：大槌町フィールドワーク	

15時−17時	 体験②：東京大学海洋研究所研究員による講義（地理、海洋、環
境などのテーマから後日決定）	

17:30ごろ	 三陸花ホテル　はまぎく　チェックイン　	
*宿泊は、お⼀⼈様⼀部屋にてご案内いたします。�

夜	 体験③：郷土芸能鑑賞および講和	

１⽇⽬
(2/20)� ⾃然と⽣きる暮らしを学ぶ�
10時ごろ� 盛岡駅周辺 貸切バスにて出発�

正午� ⼤槌町内にて昼⾷�

13時-15時� 体験①：⼤槌町フィールドワーク�
町内を歩きながら、震災当⽇の様⼦を語り部から話を聞く。あの⽇あっ
たこと、復興の課題、そしてそれでも、なぜこの町で⽣き続けるのか。
「⽣きる」ことを考え始める時間です。�

15時­17時� 体験②：東京⼤学海洋研究所研究員による講義（地理、海洋、環境など
のテーマから後⽇決定）�
⼤槌湾をベースに多種多様な研究をしている⽅から、研究を通して⾒え
て来た三陸のユニークな地形や環境、そしてそれが暮らしに与える影響
について聞きます。�

17:30ごろ� 三陸花ホテル はまぎく チェックイン �
*宿泊は、お⼀⼈様⼀部屋にてご案内いたします。�

夜� 体験③：郷⼟芸能鑑賞および講和�
郷⼟芸能がとても盛んな⼤槌。郷⼟芸能により、多世代間交流や地域の
繋がりが保たれています。迫⼒満点の郷⼟芸能を鑑賞し、郷⼟芸能が地
域に果たす役割について話を聞きます。�

2⽇⽬�
(2/21)� ⽣きる⼒を⾝につける�
午前中� 体験④：薪割り体験と講和�

薪割り体験をした後、震災後に林業系団体をたちあげた⽅の思いや価値
観の変容について話を聞きます。�

正午� ⼤槌町内にて昼⾷�

午後� 体験⑤：ワークショップ�
⼤槌町は、被災時そして復興時も今も、「正解のない課題」に直⾯しつ
づけています。様々な思いが交錯する課題を、誰が、どう決めれば良い
のか。究極のアクティブラーニングを、「⽣きた題材」でお届けします。�

15:30ごろ� 盛岡へむけて出発�


